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 Ⅰ．プロローグ 
 

北欧の国 ストックホルムより（4）ノーベル賞と大学のグローバル化              
   藤井 義明 

 

北欧の地、ストックホルムの秋は短い。しかし、秋は、

実りの季節である。スウェーデンの人は好んで森に入り、

鳥の声を聞き、時には鹿などの動物に出遭いながら、ブル

ーベリーやリンゴンと呼ばれるコケモモの実などを摘んだ

り、 種類の豊富なキノコ狩りをして楽しむ。スウェーデ

ンの森のキノコの種類は豊富で、文字通り色とりどりであ

る。採った木の実やキノコは、バーベキューや家に持ち帰

って料理をして楽しむのである。キノコは、すべてが、食

用になるものばかりではなく、 中には毒キノコもあり、

食中毒で命を落とすこともあるので、 注意が呼びかけら

れている。北欧の秋や春は、長い冬と夏のつなぎの様な役

割で、足早に過ぎて行くせいか、日本のように、秋分の日

や春分の日などのナショナルホリデイとして楽しむ事はな

いらしい。この頃になると、日照が日に日に短くなるのが

肌身で感じられ、北欧の人々は、やがてくる厳しい冬に備

えるのである。 

10 月になるとノーベル賞の発表の時期である。その年

の１月 31日に締め切られ、推薦された候補者を８ヶ月間か

けて、精査論議して決定した結果の発表である。世界中の

報道関係の注意が一斉にストックホルムに注がれる時であ

る。グローバルな賞として、最も伝統のある、信頼性の高

い、あらゆる賞の価値基準となっているノーベル賞は、先

見性のある理想主義者であったアルフレッド ノーベルの

遺言によって、創設されたものである事はよく知られてい

る。1896年 12月 10日にノーベルが亡くなり、1897年１月

２日にスウェーデンの新聞にその遺言状が公開されると、

内外の新聞はおおむね好意的な反応を示したが、国内では

あちこちから抗議の声があがったと言われる。 

少し長くなるが、Ｋ．ファント著 アルフレッド ノーベ

ル伝（服部まこと訳 新評論 1996 年）から、遺言状の抜

粋を載せる。“ −−−—— 利子は五等分される。一部は物理

学の分野において最も重要な発見または発明をした人物に

贈られ、一部は最も重要な化学上の発見または進歩を果た

しした人物に贈られ、一部は生理学または医学の分野にお

いて最も重要な発見をした人物に贈られ、一部は最も理想

的な傾向の文学上の傑作を創作した人物に贈られ、一部は

国家間の友好および武器兵器の廃棄削減あるいは平和会議

の開催および推進について最高または最善の行動をした人

物に贈られるものとする。————— いずれの賞も、国籍は

問わず、スカンジナビア出身者たるか否かにかかわらず、

最も価値ある者に与えられることを切望する。” 

当時のスウェーデンは、ナポレオン戦争の疲弊から回復

しつつあるときであったが、ヨーロッパでは、まだ、最貧

国の一つで、1930 年頃までにアメリカへの移民が、人口の

1/3 にあたる 125 万人にのぼったとされている。愛国主義

の台頭もあって、スウェーデン国民に資することなき遺言

状は、 愛国精神に反するものである、 といってスウェー

デン国王でさえ、 抗議の意向を示したと言われる。この

ような国内の空気の中で、ノーベルが、生前に指名した二

人の遺言執行人と、彼の甥であるエマヌニュエル ノーベ

ルの献身的な尽力によって、今日のノーベル賞の基礎が築

かれたのである。今日では、グローバルな賞として、並外

れて高い評価を得て、科学技術の国スウェーデンを象徴す

る賞として、スウェーデンの発展のためのみでなく、 世

界の科学者の憧れの賞として、科学の発展に計り知れない

貢献をしている。また、これまでの自然科学三賞の受賞者

の業績を見てみると、発見にこだわるノーベルの遺志を、

貫こうとしている選考委員会の強い姿勢を、感じとること

ができる。 

今秋は、日本人にとって、大変喜ばしいノーベル賞受賞

の報せがあった。京都大学の山中伸弥教授にノーベル生理

学医学賞が与えられたのである。日本国中が喜びに沸いた

のであるが、日本の学術研究を助成する法人で働くものに

とってこの上ない喜びである。 

最近、日本の大学ではグローバル化にそなえて、 良い

学生の獲得のために、 学生の秋入学が検討されている。

春と秋の入学時のギャップが外国からの留学生の障害にな

っているので、まずそれを取り除こうということである。

東京大学がこの計画を発表するとかなりの大学が、 賛同

して、これに倣う意向を示していた。産業界もおおむね好

意的なようである。しかし、日本に留学したことのあるス

ウェーデン人に聞くと、言葉の問題による障害（大学の中

でも）の方が大変であったと言っていた｡こちらの方は、一

朝一夕に、解決できる問題ではないので、長い目で見て解

決するより仕方がない。日本の大学がグローバル化の中で

生き残っていくために､乗り越えなければならない 2つの大

きな課題である。 

スウェーデンのような欧米の国々は、周辺の国々と頻繁

に往き来し、接触しているので、殊更に、グローバル化の

影響などないものと思っていた｡しかし、カロリンスカの

教授の話などをきいていると、SRC (Sweden Research 

Council)や ERC (European Research Council)などのグラン

トには、この 5 年間ぐらいに 2 国間や多国間の共同研究を

推進するグラントが増えているという。グローバル化の影

響ではないかと言っていた。カロリンスカ研究所でも、こ

のようなグラントを取っている人が多くいるそうだ。カロ

リンスカ研究所の博士課程の学生の約 30％、ポストドクの

約 70％､ 約 350人の教授のうち20−25%が、外国人であると

いう。研究室の活性は、主に、ポストドクによって担われ

ているから、研究室のグローバル化はもうすでに相当に進
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んでいる。 

今年のサイエンスの 2月 17日号が、“Foreign Takeover 

at Swedish Academy”という、些か誇張したタイトルで、

ストックホルム大学のべナグレン実験生物学研究所で教授

をしている、英国籍のバーバラ キャノンさんが、スウェ

ーデン王立科学アカデミーのプレジデントに選ばれたこと

を紹介していた。彼女は、1989 年に科学アカデミーの会員

に選ばれたが、スウェーデンに住む外国人会員は、スウェ

ーデン人会員とまったく同じ資格を持っており、プレジデ

ントに選ばれるのに、問題になることは、何もなかったと

語っていた。彼女の任期中は、最近、研究が応用に傾きす

ぎているので、基礎研究の発展に力を注ぎたいと抱負を述

べていた｡ 

今後、日本の科学技術のグローバリゼーションがどのく

らいの早さで、どこまで進んでゆくのだろうかと考えさせ

られた。(JSPSストックホルム研究連絡センター長) 

 

 

 Ⅱ．ニュース 
 

 

2012 年ノーベル賞受賞者の発表

2012 年 10 月、ノーベル賞受賞者の発表が行われ、医学

生理学賞は、生物のあらゆる細胞に変化させることのでき

る「人工多能性幹細胞（iPS 細胞）」を世界で初めて開発し

た山中伸弥氏（京都大学教授）と、約 50年前に多能性細胞

の実現の基となる研究を行った John B. Gurdon 氏（英）に

授与されることが決定した。iPS 細胞は適切に誘導を行う

ことで様々な細胞を得る事ができるとされており、創薬に

おける薬効評価や安全性薬理試験などの創薬スクリーニン

グ、発生・分化や疾患メカニズムの解明、再生医療への応

用などへの活用が期待されている。 

物理学賞は「量子力学」の実験で成果を挙げた Serge 

Haroche 氏（仏）と David J. Wineland 氏（米）に、化学賞

は、細胞の表面にあり、薬やホルモンを受け取るアンテナ

役を果たす「受容体」の研究で業績を挙げた Robert J. 

Lefkowitz 氏（米）及び Brian K. Kobilka 氏（米）に贈ら

れることとなった。 

受賞者には 800 万スウェーデンクローナ（約 9 千 5 百万

円）が贈られ、授賞式はアルフレッド・ノーベルの命日に

あたる 12 月 10 日に行われる予定。なお、共同受賞の場合

は、賞金は功績に応じて按分される。 

 

 

フィンランド同窓会総会およびセミナーの開催

 2012年 9月 17日、フィンランド・ヘルシンキ大学にて、

フィンランド同窓会総会およびセミナーが開催された。 

 総会では、役員を中心に今年度の活動報告、新規会員の

承認、役員の交代、名誉会員の選出が行われ、ストックホ

ルムセンターより、フィンランド同窓会ホームページの充

実について提案を行い、今後役員と協力し、改善していく

こととなった。 

 続いて、「Ice and Snow」をテーマにセミナーが開催さ

れた。本セミナープログラムはフィンランド同窓会と北海

道大学ヘルシンキオフィスの連携により企画されたもので

あり、北海道大学から本堂武夫理事・副学長および Ralf 

Greve 教授、同窓会役員、日本に留学経験のある研究者等

の講演が行われ、約 50名の研究者や学生が参加した盛況な

会合となった。 

ノーベル生理学・医学学賞の発表 

（カロリンスカ医科大学ノーベルフォーラム） 

セミナーの様子 
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The 1st Japan-Sweden fellowship /research network の開催

2012 年 9月 20日、スウェーデンにおける日本人研究者、

JSPS 事業経験者、国費留学生、日本との研究交流活動に関

心のあるスウェーデン人研究者によるネットワーク構築・

促進のため、スウェーデン王立科学アカデミー（The Royal 

Swedish Academy of science）、日本国大使館との協力のも

と「The 1st Japan-Sweden fellowship / research network」

を王立科学アカデミーにおいて開催した。 

王立科学アカデミーStaffan Normark 事務局長、ストック

ホルムセンター藤井センター長、日本国大使館渡邊大使の

挨拶のほか、JSPS 同窓会幹部、スウェーデンで活躍する日

本人研究者、日本に留学経験のあるスウェーデン人研究者

が日本での滞在経験やその後のスウェーデンでの活動等に

ついて講演を行い、100名を超える両国研究者等が集まった。

講演会終了後は懇親会が開かれ、参加者間の交流が深めら

れた。 

 

参考：プログラム 

http://jsps.addcms2.se/admin/UploadFile.aspx?path=

/UserUploadFiles/The-1st-Japan-Sweden-fellowship-res

earch-network.pdf 

 

          

 

スウェーデン同窓会総会の開催

 「The 1st Japan-Sweden fellowship/research network」

と同日にスウェーデン同窓会総会が開催され、今年度の活

動報告、新規会員の承認、同窓会長の選出を行うと同時に

2013 年度から新しい取り組みとして、同窓会セミナーを広

く会員から公募することが決定された。上記イベント周知

と同窓会勧誘を合わせて広く行ったところ、多くの新規入

会の希望を得ることができ、次年度以降もこのようなイベ

ントと同窓会活動を連携させていくことが確認された。

 

 

 

The 7th Sweden – Japan BioNano Workshop 

2012年 10月 16日から 19日にかけて「7TH Sweden-Japan 

Wrokshop on BioNaono Technology」がストックホルムにお

いて開催された。2002年より両国において開催されている

もので、7回目となる今回は、両国の大学、産業界から 50

人の研究者による研究発表や若手研究者の交流が行われた。

本 WSは両国のバイオメディカル及びナノサイエンス分野の

トップ研究者が一同に会して質の高い活発な議論を交わさ

れる場として広く認知されており、本年 5月の日瑞科学技

術合同委員会においてもその成果が報告された。 

前日の15日にストックホルムセンターと日本大使館によ

る合同レセプションを大使公邸にて開催し、翌日からの WS

に向けた両国研究者の顔見せ、意見交換の場としてとして

大いに賑わった。 

 

講演会の様子 

スウェーデン同窓会メンバー 

レセプションの様子 

http://jsps.addcms2.se/admin/UploadFile.aspx?path=/UserUploadFiles/The-1st-Japan-Sweden-fellowship-research-network.pdf
http://jsps.addcms2.se/admin/UploadFile.aspx?path=/UserUploadFiles/The-1st-Japan-Sweden-fellowship-research-network.pdf
http://jsps.addcms2.se/admin/UploadFile.aspx?path=/UserUploadFiles/The-1st-Japan-Sweden-fellowship-research-network.pdf
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コロキウム 

Current Concepts in Regulation of Metabolism, Cell Differentiation and Function

 2012 年 10月 23日、カロリンスカ医科大学のノーベルフ

ォーラムにおいて、慶應義塾大学須田年男教授、カロリン

スカ医科大学 Lorenz Poellinger 教授らが企画、ストック

ホルムセンター主催の標記コロキウムが開催された。スト

ックホルムセンター藤井センター長の歓迎挨拶とセンター

紹介の後に、日本側およびスウェーデン側研究者 12名の講

演者による講演会が行われた。最近の生命科学の最先端の

がん幹細胞、神経幹細胞、血液幹細胞の増殖、分化に関す

る問題を扱ったもの、クロマチンの分裂メカニズム、細胞

の可視化、酸素圧に対する細胞分化の問題などのトピック

について約 70名の参加者による活発な議論が行われ、両国

のこの分野における将来を担う若手研究者、学生等のよい

研鑽の機会となった。 

 

 

 

 

「科学技術外交推進専門家交流事業」による北欧諸国での講演会の開催について

2012年度より

外務省において、

専門家が日本の科

学技術を紹介する

ために海外におい

て講演活動を行う

「科学技術外交推

進専門家交流事業」

が開始され、在

スウェーデン

日本大使館とストックホルムセンターが連携して申請を行

い、北欧諸国における講演会の採択が決定した。在スウェー

デン日本大使館は隣国であるデンマーク、フィンランド大

使館へ講演活動への協力を要請し、センターは北海道大学

ヘルシンキオフィスへ専門家の派遣を要請するという方法

により、センター及び日本

大使館、日本の大学におけ

る新たな連携の形を作るこ

とができた。 

2012年 10月 21日から

27日にかけて北海道大学 

森川正章教授が 3カ国を

訪問し、各国の大学や研

究者の前でグリーンイノ

ベーションに関する講演会や専門家との協力可能性につい

ての議論を行った。 

参加者との活発な議論、同様の研究を行っているグルー

プとの今後の協力関係についての検討など、盛況な講演旅

行となった。 

 

 

 
 
 

VINNOVA、STINT との会合

 2012年 9月 27日、VINNOVA、STINTおよび JSPSストック

ホルムセンターの三者で会合を行った。VINNOVAの所管省

庁が変わり、VINNOVA内ではより Innovation に寄った活動

を行っていく傾向にあること、STINTは JSPSと同様すべて

の学術分野における国際協働研究のサポートを行っている

ことなど、両機関の特徴や各プログラムについての説明を

受けた。また、JSPS との二国間交流事業や招聘事業の今後

の課題や連携等についての議論を行った。今後も JSPS東京

本部とも相談しながら、同様の会合を開くなど、意見交換

を行うことを確認した。 

 
 
 
 
 

講演会の様子 

デンマーク工科大学での講演会の様子 

スウェーデン農業大学訪問 
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スウェーデン同窓会役員の来会、訪問

 2012 年 8月～9月にかけて、スウェーデン同窓会総会に

向けて、8月 27日に Craig Wheelock博士、8月 31日に Jan 

Sedzik 同窓会会長、9月 5日に Göran Thor 博士等、同窓会

役員との会合を行った。 

 9月 20日に開催する「The 1st Japan-Sweden 

fellowship/research network」の説明や総会において議題

となっている今後の活動方針等について各役員の意見や提

案を伺うとともに、今後も同窓会活動の活性化について協

力をしていく事が確認された。

 

 

北海道大学ヘルシンキオフィス訪問

 2012年 9月 17日、北海道大学ヘルシンキオフィスを訪問

し、同大本堂武夫理事・副学長、ヘルシンキオフィス田畑

伸一郎所長、サロマ・テロ副所長と会談を行った。当セン

ターからは来年フィンランドでもセミナーを開催したいと

考えていること、今後も両者が連携を図り、フィンランド

国内における効果的な活動を行っていきたいことなどを述

べ、ヘルシンキオフィスからは、毎年開催している北海道

大学とオウル大学との共同シンポジウムの紹介があった。 

 また、2013 年 2 月に開催予定の国費留学生同窓会、JSPS

フィンランド同窓会、北海道大学同窓会による「第 1回 All 

Alumni meeting」についても今後連携を取りながら進めて

行くことを確認した。 

 

 

                        
 
黒木登志夫学術システム研究センター副センタ
ー長来会                            

佐野浩前ストックホルムセンター長来会

 2012年 9月 24日、黒木登志夫学術システム研究センター

副センター長が来会された。 

 2012年 9月 26日、佐野浩前ストックホルムセンター長が

来会された。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
京都府立医科大学 野村 真 准教授来会

 2012年 11月 14日、京都府立医科大学野村 真准教授が

来会された。野村博士は 2007 年～2011年の間カロリンス

カ医科大学に籍をおいて研究を行っていた経験があり、

今回は同大 Center for Molecular Medicine の Jannet 

Johansen 博士との共同研究継続のため、特定国派遣事業

によって 3週間滞在されているとのことであった。同グル

ープは摂取障害の原因解明に向け、マウスを用いた拒食

症の研究などをしており、現在 2013年度の 2国間共同研

究事業にも共同で申請中とのことであった。 

 

左から、サロマ・テロ副所長、田畑伸一郎所長、 

藤井義明ストックホルムセンター長、 

本堂武夫理事・副学長 

ストックホルムセンター センター長室にて ストックホルムセンター ミーティングルームにて 
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Ⅲ．レポート 
 

 The 1st Japan-Sweden fellowship /research network 
 
 

                                JSPS ストックホルムセンター 
 

 2012年 9月 20日、スウェーデン王立科学アカデミー、

日本国大使館と協力のもと、「The 1st   Japan-Sweden 

fellowship/research network」を王立科学アカデミーにお

いて開催した。 

 本会合はスウェーデンにおけるスウェーデンにおける日

本人研究者、JSPS同窓会、国費留学生、日本との研究交流

活動に関心のあるスウェーデン人研究者等、「日本に関係

する研究者や関係機関」を集う初めての会合であり、現地

関係者からの関心も高く、当日は 130名を超える参加があ

った。各実施機関は情報提供のブースを設置し、ストック

ホルムセンターのブースには JSPS の fellowship プログラ

ムや共同研究事業などに関心のあるスウェーデン人研究者

が多く集まった。参加者により活発な情報交換が行われ、

熱気のある会合となった。 

 

 当日は参加者へのアンケートを実施し、本会合への意見

を聞くと同時に本会合の「呼称」を募集し、多数の応募の

中から「Sweden-Japan Academic Network」という名称に決

定した。来年度以降もストックホルムにおいて同様の会合

を開催する予定であり、さらにストックホルム以外の地方

からも開催の要望が寄せられているところである。 

 本会合の開催にあたり、ストックホルムセンターからは

スウェーデン同窓会メンバーのほか、特定国派遣研究者事

業、二国間交流事業や先端研究拠点事業などの JSPS事業経

験者にも広く本会合の案内を行うと同時に同窓会への勧誘

も行ったところ、多数の新規同窓会入会希望を得ることが

でき、非常に実りのある会合となった。 

 

 

 

 

 

 

【内訳】 

JSPS同窓会会員  12名 

日本人研究者 12名 

国費留学生  13名 

外国人研究者 16名 

その他（学生等） 19名 

 

【イベントの感想】 

大変満足  55名 

ある程度満足 15名 

やや失望   1名 

大変失望   0名 

無回答   1名 

 

【イベントは期待通りであったか】 

はい  58名 

いいえ   2名 

特段の期待をもっていなかった  12名 

 

【イベントをどのような間隔で実施するべきか】 

年に 2回  27名 

年に 1回  43名 

2年に 1回   2名 

3年に 1回   0名 

 

 

【本会合に対するコメント（自由記載）】 

 

違う領域の人を招いて欲しい／専門家との出会いを提供できると

良い／二つの国が一緒になる最良の会合である／参加者の働いて

いる領域を名簿に加えて欲しい。共通の関心の人が見つけやすく

なる／高齢化社会の議論などにフォーカスが必要／とても良かっ

た／他の foundationの話も聞きたい／プレゼンは５分に制限すべ

き／スウェーデンの研究者が日本で働けるような情報提供をして

もらえると良い／良いネットワーキングの機会である／プレゼン

を短く、ミングリングを長くして欲しい／Great talk／

introduction activity があると良い／講演者との間でやりとりが

あると良い／企業関係者からの参加があると良い／参加者がより

良く知り合うため、もう少し広い部屋でやって欲しい。／スピー

チを短く／有意義だった／ミングリングが長い方が良い／（講演で

）少なくとも一つは科学的な話題を入れて欲しい／自己紹介の場が

あると良い・大使が非常に寛大だった／ありがとう。大変楽しん

だ／科学的なプログラムがあると良い／参加者がお互いを知るこ

とができるように Paper exhibition の場を作って欲しい／ＪＳＰ

Ｓのプロジェクトやどんなことが可能なのかを示して欲しい／よ

く組織してくれた／大変良いイベントだった／参加者の研究分野

を名簿に加えて欲しい／メーリングリストを作って欲しい／講演

にスウェーデンで行われている研究の紹介を一つは入れて欲しい 

 

 
 
 

アンケート結果（回答者 72 名） 
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第 7 回スウェーデン・日本ナノバイオマテリアルワークショップ 
 
 

                                         江上 美芽 
 
 

 10 月 15 日～18 日、風光明媚なスウェーデン Hogberga 

Gard に お い て 、 Swedish Foundation for Strategic 

Research (SSF)の後援による第 7 回スウェーデン・日本ナ

ノバイオマテリアルワークショップが開催され、最先端研

究支援プログラム研究者など日瑞バイオメディカル及びナ

ノサイエンス分野のトップ研究者約 50名が一同に会して様

々な最先端の研究発表を行い、親密な意見交換や共同研究

に向けたディスカッションが行なわれました。日瑞双方の

産業界からも、日立製作所、パナソニック、ソニー、GE 

Healthcare などの研究者および事業化担当責任者が参加し

て優れた産業技術研究発表を行い、実用化に向けた課題解

決に関しても活発な議論を交わすことができました。 

 今年で 10年目を迎えるスウェーデン・日本ナノバイオマ

テリアルワークショップは、ナノバイオマテリアル分野で

の第一人者および若手研究者による国際研究交流、産業分

野研究者を含めた産学交流を始め、研究現場以外での会合

を通じた新たな国際連携の強化を目的として、2002 年、

Linkoping 大学 Olle Inganäs 教授および総合科学技術会

議議長である相澤益男先生が双方の発起人となってスウェ

ーデンシグチューナにて第 1 回会議を開催したものです。

以来、スウェーデン側は Lund 大学 Thomal Laurell 教授及

び Karolinska 研究所 Agnetta Richter-Dahlfors 教授(現

Swedish Medical nanoscience Center)、また日本側は東京

女子医科大学先端生命医科学研究所岡野光夫教授（現副学

長）へと両国主催者が順調に引き継がれ、2003 年京都、

2005年 Lund、 2006年筑波、2008年 Stockholm、2010年三

島と活発に継続開催され今回に至ります。 毎回両国の若

手研究者が 20名ほど参加してポスターおよび口頭発表を行

い、親密な相互啓発を通じて長期の友好関係を築く場とし

て交流が続いております。従来日本側は、アカデミア主体

の活動を文部科学省や独立行政法人物質・材料研究機構が

随時支援する形で開催されてきましたが、本年 5月 11日に

開催された日瑞科学技術合同委員会において本ワークショ

ップの両国共同研究、先端医療開発に繋がる功績が評価さ

れ、今年からスウェーデン現地においてもスウェーデン日

本国大使館及び日本学術振興会も本ワークショップを支援

することとなりました。 

 

   15 日ワークショップ開催前夜には、大使公邸において

大使館および日本学術振興会主催のレセプションが開催さ

れ、渡辺大使をはじめ主要な両国参加者や後援関係者の多

くが参加の上でくつろいだ交流を行うことができました。

また会期中には、 スウェーデンとの共同研究を展開中の

名古屋大学馬場嘉信教授、東京女子医大岡野光夫教授、東

京医科歯科大学宮原裕二教授を含む 25名の両国産学研究者

が各自 30分の充実した時間枠でのプレゼンと質疑応答を行

い、バイオナノ分野の先端研究、先端技術を俯瞰する貴重

な機会となりました。またワークショップ終了後の 18日に

は、日本からの参加者が Karolinska 研究所の Swedish 

Medical NnanoScience Center および Sci-Life Lab を訪問

し、ストックホルム Health Science City 構想の中核をな

す Karolinska研究所の新研究体制を目の当たりにすること

ができました。 

   

今年は年末に向けて、京都大学山中伸弥教授の iPS 細胞研

究がノーベル医学・生理学賞を受賞され、授賞式が 12 月

10 日ストックホルムにおいて開催されるほか、東京女子医

科大学岡野光夫教授の細胞シート工学による食道再生医療

の欧州初の臨床試験が、共同研究先 Karolinska大学病院に

おいて 12月上旬に実施される予定です。本ワークショップ

が優れた国際共同研究、先端医療開発連携を醸成する基盤

として広く認知と支援を得てより活発な 2014年第 8回ワー

クショップの開催に繋がることを期待して、報告させて頂

きます。 

（東京女子医科大学先端生命医科学研究所 客員教授 

チーフ・メディカル イノベーション オフィサー） 

ワークショップの様子 

レセプションの様子 
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スウェーデン、フィンランド、デンマークにおける講演旅行報告 

        
                                  

森川 正章 
 

  

 このたび、外務省が JSPSストックホルム研究連絡センタ

ーと北大ヘルシンキオフィスと連携して実施した北欧「科

学技術外交推進専門家交流」事業に応募させて頂き、2012

年 10月 21日から 7日間かけて王立工学アカデミーIVAおよ

び王立工科大学 KTH（ストックホルム）、スウェーデン農業

大学 SLU（ウプサラ）、ヘルシンキ大学およびアールト大学

（ヘルシンキ）、クリーンテククラスター（ラハティ）、

および、デンマーク工科大学（コペンハーゲン）を歴訪す

る機会を得た。今回の対象技術分野はグリーンイノベーシ

ョンということで、私が研究代表を務める先端的低炭素化

技術開発プログラム（JST-ALCA）「根圏微生物共生系を活用

した高次植生バイオプロセスの開発」（平成 23 年度採択）

を中心としたバイオテクノロジー分野からの取り組みにつ

いて紹介した。３ケ国滞在期間中に７回講演したが、この

うち IVA主催の講演会は 10月 24日午後 6時から IVAコン

ファレンスセンターで行なわれ、出席者は渡邉芳樹 在ス

ウェーデン日本大使館特命全権大使および Prof. B. O. 

Nilsson IVA 会長、藤井義明 JSPS ストックホルムセンタ

ー長をはじめとするアカデミー会員ら 30名ほどであった。

この日の講演題目は「グリーンイノベーション、持続可能

エネルギー：微生物バイオフィルムの利用はグリーンバイ

オテクノロジーのゲームチェンジングをもたらすか？」と

した。 

   開会にあたり渡邉大使による冒頭ご挨拶を頂いた後、

まず環境微生物がいかにヒトの健康や個性と深く関わりま

た役に立っているのかについて概説した。つぎに、ヒトの

表皮や呼吸・消化器官内あるいは植物根表面に固着してバ

イオフィルムという構造体を形成することによってはじめ

て、環境微生物たちは従来見過ごされていた数々の優れた

性質を発揮することを紹介した。 そして最後に植物根表

面バイオフィルムの最適なデザインによって植物の成長を

増大させ効率の良いバイオマスエネルギーを生産できるこ

と、植物—微生物共生系の活用によって太陽光エネルギー

のみで汚染水浄化が可能であることなどの研究成果を紹介

し、今後の実用化への展望について述べた。続いて、司会

役のアストラゼネカ主幹研究員 H. J. Federsel 博士が新規

医薬品製造分野における微生物酵素の重要性と将来性につ

いて言及し、 SLU の J. Stenström 教授が本講演を総括し

た。 会場からはバイオフィルムの特徴や取り扱いに関す

る質問や、10 年先を目指している本技術の実用化計画に対

してもっと早期に実用化するべきであるなどの意見が出さ

れ、盛況のうちに閉会した。また、前日 10 月 23 日に訪問

したウプサラバイオセンターSLU（ウプサラ）では昼食会の

後、J. Stenström 教授、Ingvar Sundh 教授、 S. Håkansson

准教授ら Domestication of Microorganisms (DOM) グルー

プメンバーとおよそ 3 時間にわたり相互セミナーおよび議

論を行ない、お互いの専門分野における協力関係の可能性

について検討した。DOM は 2003 年度から 2011 年度までス

ウェーデン戦略的環境研究財団 (MISTRA) が 60M SEK を投

じてサポートした環境バイオテクノロジー開発プログラム

である。その成果のひとつとして 2009年に設立された細胞

長期保存技術や細胞徐放技術に関するベンチャー企業 

CaptiGel 社の代表は S. Håkansson 准教授が務めている。

微生物環境修復技術の実用化に関して精力的に取り組んで

いるスウェーデンの研究プラットフォームは近い将来にお

いて私たちが開発しているグリーンバイオ技術と補完的に

協力できる可能性を強く感じることができた。 

 最後になりましたが、本事業を立案された在スウェーデ

ン日本国大使館松本英登氏および今回の北欧訪問にあたり

さまざまなご準備やお世話を頂いた JSPS ストックホルム

センター吉澤菜穂美氏、瑞日基金エドヴァルド・フリート

ウッド氏、在デンマーク日本国大使館住田智子氏、在フィ

ンランド日本国大使館三原慎弘氏、北海道大学ヘルシンキ

オフィス テロ・サロマ氏に心より御礼申し上げます。 

（北海道大学 教授）

 

 

 

 

 

 

 

スウェーデン王立工学アカデミーでの講演の様子 
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Joint JSPS – Karolinska Institutet Symposium: 

 Current Concepts in Regulation of Metabolism, Cell Differentiation and Function 
 

                                         
澤 智裕

 秋晴れの気持ちのよい青空のもと、 平成 24年 10月 23

日、カロリンスカ研究所ノーベルフォーラムにて表題のシ

ンポジウムが開催されました。テレビ報道等でご存知のか

たも多いかと思いますが、会場のノーベルフォーラム（写

真１）は、ノーベル医学生理学賞の受賞者の発表が行われ

る場所であり、入り口には本年度の受賞者の山中先生・ガ

ードン先生の受賞を告知するポスターが掲示されていまし

た。 

 Welcome Address では、JSPS ストックホルム研究センタ

ーの藤井義明センター長（写真２）から、JSPSでの海外で

の活動、特にストックホルムオフィスの役割と、今回のシ

ンポジウムの趣旨の説明がありました。今回のシンポジウ

ムは、カロリンスカ研究所側のオーガナイザーとして、

Lorenz Poellinger 教授（写真３）、また、日本側のオーガ

ナイザーとして、慶応大学の須田年生先生（写真４）によ

り企画され、１２人の演者により、まさしく表題の通り、

細胞の分化、代謝制御、レドックス、低酸素応答、など幅

広いトピックスについての最新の話題が提供されました。

ディスカッションも大いに盛り上がり、しばしば予定時間

を超えて活発に議論が行われました。また、海外の講演者

の発表の多くで、日本人の若手研究者が海外のラボで活躍

していることが紹介され、とても印象深かったです。最後

になりましたが、今回のシンポジウム参加について、多大

なるご支援・ご協力をいただきました JSPSストックホルム

研究連絡センターの藤井義明センター長、中島麻里さまに

厚く御礼申し上げます。 

（熊本大学大学院生命科学研究部微生物学分野 准教授） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（写真１）ノーベルフォーラム外観 

（写真２）藤井センター長        （写真３）Poellinger 教授         （写真４）須田教授 
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 Ⅳ．北欧諸国における学術研究の動向
 

 

次期カロリンスカ医科大学長に Anders Hamsten 氏 

 

2012 年 11月 15日、スウェーデン政府は Anders Hamsten

氏を次期カロリンスカ医科大学長に任命することを決定し

た。Hamsten氏は 1999年より心血管疾患の教授を務めてお

り、またカロリンスカ医科大学病院循環器クリニックのコ

ンサルタントでもある。任期は 2013年 1月から 6年間であ

る。 

（参考）カロリンスカ医科大学 HP 

http://ki.se/ki/jsp/polopoly.jsp?d=130&a=153721&l=

en&newsdep=130 

 

  

 

 

大学ランキングにおいてスウェーデンの大学が高評価 

 

  Times Higher Education が「教育・研究・論文引用数・

産業界からの収入・国際性」の 5つの観点から世界の大学

をランク付けする「2012-2013 世界大学ランキング」を発表

した。上位 11 位までは米国と英国の大学が占めている。そ

の中でカロリンスカ医科大学が 42位でスウェーデントップ

にランクインした。その他 200 位以内にはルンド大学（82

位）、ウプサラ大学（106位）、ストックホルム大学（117

位）、王立工科大学（140位）、がランク入りした。その他

の北欧諸国では、フィンランドよりヘルシンキ大学が 109

位、デンマークよりアーハス大学が 116位、コペンハーゲ

ン大学が 130位、デンマーク工科大学が 149位にランク入

りした。 

（参考）Times Higher Education HP 

http://www.timeshighereducation.co.uk/world-universi

ty-rankings/2012-13/world-ranking 

 

 

 

大学教育開始時における傾向 

 

 2011 年に 24 歳になった若者の約 44%が大学へ入学した。

その男女比は女性 52%、男性 36%であった。この男女比の傾

向は長年続いている。また、若者のための労働市場悪化と

相まって、高校卒業後すぐ、19歳の年齢で大学へ入学する

若者が増えている。また、大学教育の重要性についてはそ

れぞれの県や市の若者間で大きな違いがみられる。24歳の

若者について、ウプサラ県、ストックホルム県では約 48%

が大学教育を開始する。続いて、スコーネ県、クロノベリ

県、ヴェストラ・イェータランド県が 44%である。イェムト

ランド県とゴットランド県は 38%で少ない傾向となってい

る。 

（参考）高等教育庁 HP 

http://www.hsv.se/publikationerarkiv/pressmeddelande

n/2012/fortfarandeflerkvinnoranmansomvaljerhogskoles

tudier.5.485f1ec213870b672a680003105.html

 

 

2013 年ノーベルウィークダイアログはヨーテボリで開催 

 

  2012年 11月 23日、ノーベル財団は 2013年のノーベル

ウィークダイアログをヴェストラ・イェータランド県とヨ

ーテボリ市で開催される予定であると発表した。ノーベル

ウィークダイアログは 2012年から新しくノーベルウィーク

の公式プログラムとして開催され、今年は Stockholm City 

Conference Centre にて 12月 9日に行われる。 

（参考）ノーベル財団 HP 

http://www.nobelprize.org/press/nobelmedia/#/news/vi

ew/nobel-week-dialogue-is-hosted-by-the-city-of-goth

enburg-in-2013-50047 

 

  

 

 

 

 

 

 

http://ki.se/ki/jsp/polopoly.jsp?d=130&a=153721&l=en&newsdep=130
http://ki.se/ki/jsp/polopoly.jsp?d=130&a=153721&l=en&newsdep=130
http://www.timeshighereducation.co.uk/world-university-rankings/2012-13/world-ranking
http://www.timeshighereducation.co.uk/world-university-rankings/2012-13/world-ranking
http://www.hsv.se/publikationerarkiv/pressmeddelanden/2012/fortfarandeflerkvinnoranmansomvaljerhogskolestudier.5.485f1ec213870b672a680003105.html
http://www.hsv.se/publikationerarkiv/pressmeddelanden/2012/fortfarandeflerkvinnoranmansomvaljerhogskolestudier.5.485f1ec213870b672a680003105.html
http://www.hsv.se/publikationerarkiv/pressmeddelanden/2012/fortfarandeflerkvinnoranmansomvaljerhogskolestudier.5.485f1ec213870b672a680003105.html
http://www.nobelprize.org/press/nobelmedia/#/news/view/nobel-week-dialogue-is-hosted-by-the-city-of-gothenburg-in-2013-50047
http://www.nobelprize.org/press/nobelmedia/#/news/view/nobel-week-dialogue-is-hosted-by-the-city-of-gothenburg-in-2013-50047
http://www.nobelprize.org/press/nobelmedia/#/news/view/nobel-week-dialogue-is-hosted-by-the-city-of-gothenburg-in-2013-50047
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Ⅴ．お知らせ  

ノーベルウィークの予定（ノーベル財団発表） 

ノーベル財団が発表した2012年ノーベルウィークの予定は以下のとおりです。 

（参考）ノーベル財団HP 

http://www.nobelprize.org/press/nobelfoundation/#/document/view/nobel-week-events-in-stockholm-and-nobel-peace-pr

ize-events-in-oslo-2012-22582 

 

December 5 

Press conference regarding the Nobel Week in Stockholm, at the Nobel Foundation, Sturegatan14, 10.00. 

 

December 6 

Press conference for the Laureate in Literature at the Swedish Academy, Källargränd 4, 12.00 

Press conference for the Laureates in Physiology or Medicine at the Nobel Forum, Karolinska Institutet, 14.30 

 

December 7 

Press conference for the Laureates in Physics, Chemistry and Economic Sciences at the Royal Swedish Academy of Sciences 

(KVA), Frescativägen 4A, 13.00. 

Nobel Lectures in Physiology or Medicine, Karolinska Institutet, 15.00 

Nobel Lecture in Literature at the Swedish Academy, Källargränd 4, 17.30. 

 

December 8 

Nobel Lectures in Physics, Chemistry and Lectures in Economic Sciences, Aula Magna, Stockholm University. The lectures 

will start at 09:00. The hall will be open from 08:40. 

Nobel Prize Concert, Stockholm Concert Hall, 19.00. 

 

December 9 

Nobel Week Dialogue at Stockholm City Conference Center, 09.00 – 17.30 

 

December 10 

Nobel Prize Award Ceremony, Stockholm Concert Hall, 16.30. 

Nobel Banquet, Stockholm City Hall, 19.00. 

 

December 11 

Royal Banquet, Royal Palace, 19:30 

 

 

 

 

 

 

http://www.nobelprize.org/press/nobelfoundation/#/document/view/nobel-week-events-in-stockholm-and-nobel-peace-prize-events-in-oslo-2012-22582
http://www.nobelprize.org/press/nobelfoundation/#/document/view/nobel-week-events-in-stockholm-and-nobel-peace-prize-events-in-oslo-2012-22582
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セミナー/シンポジウムの開催 

今後のイベントについて随時ホームページでお知らせしていきます。是非ホームページをご覧ください。 

  ・All Alumni Meeting 開催         

  ・スウェーデン同窓会セミナー開催 

   

  JSPS Stockholm Office              問い合わせ先 

  http://www.jsps-sto.com/              info@jsps-sto.com 

 

   

スウェーデン同窓会セミナーの募集 
ストックホルムセンターではスウェーデン同窓会会員から 2013年度同窓会セミナーの募集をしています。 

詳しくはホームページをご覧ください。 

 

「白夜の国々 春夏秋冬 -ニュースレター- 」 の定期購読申し込みについて 

ニュースレターの定期購読（電子メールにて配信します）をご希望される場合は、機関名、部署、氏名及びメールアドレスを

明記の上、info@jsps-sto.com までお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「白夜の国々 春夏秋冬」 ニュースレター 第 36 号 

編 集：中島 麻里 

発行日：2012 年 11 月 30 日 

発行元：日本学術振興会ストックホルム研究連絡センター 

連絡先：JSPS Stockholm Office, Retzius väg 3, 171-65 Solna,  

     Sweden  Phone: +46（0）8 5248 4561   FAX: +46 (0)8 31 38 86 

Website: http://www.jsps-sto.com/   E-mail: info@jsps-sto.com 

 

表紙の写真（ノーベル賞発表会場） 

 

ノーベル物理学、化学賞、経済学賞発表会場（表紙・上） 
 ノーベル物理学賞、化学賞、経済学賞の発表が行われるスウェーデン王立科学アカデミー（Kungliga 

Vetenskapsakademien（The Royal Swedish Academy of science））は、1739 年にフレドリク 1世によって設立

された、スウェーデン王立アカデミーの 1 つです。ノーベル賞の発表には世界各国から報道陣が集まります。

発表は会場のほか、ノーベル財団のホームページにてインターネット中継され、世界の注目を集めています。 

 

ノーベル生理学・医学賞発表会場（表紙・下） 
 ノーベル生理学・医学賞は、カロリンスカ医科大学ノーベルフォーラムにて発表されます。今年は山中伸弥

氏（京都大学教授）と John B. Gurdon 氏（英）の共同受賞が発表されました。発表当日は会場のほか、インター

ネット中継で会見を聞くことができます。カロリンスカ医科大学内には JSPS ストックホルムセンターも所在し

ています。 

 

http://www.jsps-sto.com/
mailto:info@jsps-sto.com
mailto:info@jsps-sto.com
http://www.jsps-sto.com/
mailto:info@jsps-sto.com

